
共産党が対策本部

カジノ
誘致計画
強行

　日本共産党は、このほど立
ち上げた物価高騰・国民生活
防衛対策本部（本部長・小池
晃書記局長）の第１回会合を
１日に開きました。
　物価高騰と新型コロナ危機
で暮らしと営業が脅かされて
いるのに、４月からの年金削
減、10月からの高齢者の医療
費負担引き上げなど、暮らし
に追い打ちをかける逆行が行
われようとしています。
　会議では、補正予算の編成
とともに▽消費税５％への緊
急減税やインボイス導入中止
▽困窮者への支援金拡充など
コロナ対策の抜本強化▽年金
削減や医療費負担増の中止
－など緊急対策を求めるこ
とを確認しました。

共産党の第1回対策本部会議＝1日、国会内
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　食料品の値上げが相次
ぐ中、４月以降も身の回り
の幅広い商品の価格が引
き上げられます（表）。原
油をはじめ小麦粉や大豆な
ど原材料価格が高騰してい
るためで、家計に厳しい「値
上げの春」になります。

　農林水産省は輸入小麦
粉の売渡価格を17.3％引
き上げます。今回の引き上
げは北米産小麦の不作に
よるもの。今後、ウクライ
ナ危機の進展によってはさ
らなる値上げの恐れもあり
ます。

　大阪市の夢洲、和歌山
市のマリーナシティへのカ
ジノを中核とした統合型リ
ゾート（IR）の誘致に賛
成する議案が大阪市議会
で３月29日、和歌山市議
会で同30日、賛成多数で
可決されました。共産党
は強く反対しました。
　大阪では松井市長が「カ
ジノに税金は一切使わな
い」と繰り返していたの
に、夢洲の土地改良に約
790億円を投入するなど
公費負担が膨れ上がる、
和歌山では推進の自民党
県議ですら「資金計画が
不透明」と批判するなど、

計画のずさんさが浮き彫りです。
　住民団体や共産党は、「まとも
な説明さえつくさず強行するの
は許されない」とし、「計画の撤
回を」「国は認可するな」と誘致
断念へ運動を広げることにして
います。

ゆめしま（「しんぶん赤旗」３月31日付より）


